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181 上囲み 6

るカイロ宣言が発表されていた。1945年2月にひらかれた，ローズ

ヴェルト，チャーチル，スターリンのヤ
1

ルタ会談は，戦後の国際

秩
ちつ

序
じょ

の行
ゆく

方
え

を左右する意味をもつものとなった。この会談と7月の

ポツダム会談で，ドイツの分
ぶん

割
かつ

占領管理やヨーロッパの戦後処
しょ

理
り

の方針が決定された。また，日本に対しヤルタでソ連の参
さん

戦
せん

が約

束され，ポツダムにおいて日本の無条件降伏と占領管理方針を示

すポツダム宣言が発せられた。

日本の降伏
アメリカ軍は太平洋で島伝いにつぎつぎに日

本軍を圧
あっ

迫
ぱく

し，1944年11月，占領したサイパ

ン島からの本土空
くう

襲
しゅう

が始まった。45年4月，アメリカ軍が沖縄本

島に上陸し，ここが戦
5

場となり住民に多大な犠
ぎ

牲
せい

をだし，6月に沖

縄での戦争は終わった。なお本土決戦をとなえる日本に対し，8月

6日に広
2

島，9日には長崎に原子爆弾が投下された。この間の8日，

ソ連が日ソ中
ちゅう

立
りつ

条約をやぶって満
まん

洲
しゅう

や樺
から

太
ふと

，千
ち

島
しま

などに侵攻し，

14日に日本はついにポツダム宣言を受諾した。降伏文書調印は，9

月2日，東京湾上の米戦艦ミズーリ号でおこなわれ，こうして史上

かつてない惨
さん

禍
か

をもたらした戦争は終わった。

戦後世界への出発
しかし，多くの地域において戦争の終結は必

ずしもただちに平和の実現を意味するもので

はなかった。東ヨーロッパやバルカン諸国の抵抗運動の展開や，

アジアでの民族運動の成長にもかかわらず，それらの頭ごしにな

された連合国首脳による戦後処理の方針決定は，各地にあらたな

衝
しょう

突
とつ

を生んだ。その背
はい

後
ご

で，連合国の協力体制にも亀
き

裂
れつ

が生じて

いった。戦後世界の出発は多
た

難
なん

であった。

➡p.184 1879−1953

➡p.1822

➡p.184−185

　戦争の終結とともに世界では大きな人の移動の波がおこった（➡p.184）。ソ
連は参

さん

戦
せん

後，中国東北地方の日本軍捕
ほ

虜
りょ

などをシベリアに抑
よく

留
りゅう

し，強制労
働を課した。なお，日本の降

こう

伏
ふく

時，朝鮮，台
たい

湾
わん

などをふくむアジア・太
平洋の広い地域に，約 350 万人もの日本の軍隊が展開していた。さらに，
植民地支配と戦時の占

せん

領
りょう

により，ほぼ同数と推
すい

定
てい

される民間人もいた。ま
た，日本国内には，戦時に動

どう

員
いん

あるいは連行されてきた人々をふくめ 2百
数十万人に達する，朝鮮人，台湾人，中国人などが住んでいた。
　こうした人々の引き揚げや帰還は，多くの苦難をともなうものであっ
た。また，これまで植民地であった朝鮮や台湾の出身者たちの，日本国内
における地位や処

しょ

遇
ぐう

は，大きな問題としてのこされることになった。

引き揚げと帰還

Q4 シベリアからの日本人引き揚げ船の
舞
まい

鶴
づる

入港（1946 年 12 月）

Q5 沖縄戦　沖縄では中等学校，
高等女

じょ

学
がっ

校
こう

の生徒や一般住民も地
上戦に動員された。1945 年 6 月，
日本の守備軍が壊

かい

滅
めつ

し，沖縄本島
はアメリカ軍の占領下にはいった。
今
こん

日
にち

，6月 23 日が沖縄慰
い

霊
れい

の日と
なっている。

戦争の終わった日

　1945 年 8月 15日，昭和天皇
は前日の御

ご

前
ぜん

会議で決定したポ
ツダム宣

せん

言
げん

の受
じゅ

諾
だく

をラジオ放送
（いわゆる「玉

ぎょく

音
おん

放送」）によって
国民に告げた。日本では一般的
にこの日を終戦記念日としてい
る。しかし，国際的にはミズー
リ号での調印の9月2日が公式
に第二次世界大戦の終わった日
とされている。なお，ヨーロッ
パでは5月8日を連合国勝利の
日として記念する国が多い。ま
た，アジアの多くの地域では，日
本の降伏は植民地あるいは占領
支配からの解放を意味していた。
終戦の日，またその日の意味は，
国や地域により大きく異なって
いる。
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